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第2蓑　果実中無機含量（乾物当り）
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日内は幼果期

4　摘　　　　　要

1　スターキングの幼果期に分泌されるツユに含ま

れる物質は糖類で，ソルビトールが多く，次いでシュ

ークロースであり，グルコース，7ラクトースは少な

かった。

2　ツユ出し果実の生育状況は健全栗と変りなく，

縮果病にみられる奇形果，果肉内部のコルク化は認め

られなかった。

5　ツユ出し果実と健全巣の無綴含量にも差は認め

られなかった。

以上のことから，この現象はホウ素欠乏症状とは無

関係であると考えられる。

リンゴ果実の肥大要因について

第1報　デリシャス系の果実肥大と生態及び気象要因との関係について

＊熊谷　憲治ヂ粟生　和夫㌘高橋　正治竺三浦　淳平

（＊青森県畑作園芸試験場・＊＊青森県。んご試験場）

1　ま　え　が　き

果樹栽培において収量及び品質を決定する大きな要

因の一つとして果実の肥大があげられる。この果実肥

大の要因については，これまで多くの研究者により種

々報じられているところであるが，本報ではそのうち

の特にリンゴ「デリシャス系」の果実肥大と生態及び

気象要因との関係について検討した結果を報告する。

なお本報告の取りまとめにあたり御配慮を賜わった弘

前大学農学部奥瀬一郎助教授，武田和義助手に深甚の

謝意を表する。

2　試　験　方　法

青園試（青森県三戸郡五戸町）において，19d5～

’72年の10カ年間に実施したリン∵ゴ「デリシャス系」

第1表　　時期別果実肥大率

（樹令45年生：1972）の果実の体積調査と生態調査

（開花始，満開斯，落花期）及び気象観測データ（最

高気温，最低気温，日照時間，降水量，9時湿度）を

用いて検討した。統計計算は弘前大学の電子計算機を

使用した。

果実の体積調査は，2樹を供試して各樹より50果

ずつ任意に選び，縦径及び槙径を定期的に測定した。

体槍は慣行法である縦径と検径の平均値を直径とする

球の体積として算出した。

5　試　験　結　果

1　時期別果実肥大状況について

調査年間内の時期別果実肥大状況を第1表に示した。

これによると，8月が最も肥大し，次いで7月，9月，

10月，開花～‘月の順となっている。

l：ご・i

時　　　 期 開 花 ～ 8 月 7 　　　　 月 8 　　　　 月 9 　　　　 月 1 0 　　　 月

果　 実 肥 大 率 R 　 8 2 5 ． 0 5 1 ． 1 】　 2 5 ・ 5 1 1 ． 8

2　各時期の果実体槙相互の関係について

各時期の果実体積相互の関係は，7月1日と収穫期

との間に既に強い正の相関があって，収穫期に近づく

につれて次第に相関が強くなった（第2表）。
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第2表　各時期の果実体栢相互の凶係

（相関係数11）

果　　 実　　 体　　 掠

7 月 1 日 8 月 1 日 9 月 1 日

果 8 月　 1 日 0．8 9 5 ＊＊＊

0．9 4 4 ＊＊ ＊

0．9 0 4 ＊＊＊

実

体 9 月 1 日 0．8 0 5 ＊ ＊

墳 10 月 2 1 日 0．72 6 ＊ 0．8 5 1＊＊

5　各時期の果実体者と生態との関係について

各時期の果実体板と生態の間には，負の相関があり，

生態が早まると果実の肥大量が増加する関係にある。

この関係はいずれも収穫期に近くなるにつれてうすら

ぎ，収種期には中庸な相関となった。すなわち生育初

期（7月1日）の果実体哲と生態との間には強度で有

意な負の相関があり，特に満開期及び落花期との関係

は9月1日まで強度の有意相関が認められた。

第4表　各時期の果実体椋と最高気温との関係（r）

生態別にみると，全期間を通じて果実の体椀と相関

が高かったのは満開期で，次いで落花期，開花始の順

であった（第5表）。

第5表　各時期の果実体積と生態との関係（T）

開　花　始 満　開　期

7 月 1 日 － 0．d d 9 ＊ － 0．7 8 7＊＊

8 月 1 日 － 0．5 8 5 － 0．7 0 5 ＊

9 月 1 日 － 0．5 15 － 0．8 4 1 ＊

1 0 月 2 1 日 － 0．5 2 5 － 0．4 2 0

落花期

果
実
体
積

ー0．757＊

一〇ノ02＊

－0．857＊

－0．578

4　時期別果実体積と各気象要因との関係につい

て

川　最高気温との関係

各時期の果実体積と生育期の各月の最高気温との間

にはすべて正の相関関係があり，この関係は幼具の時

期ほど高く，以後次第にうすれた（第4表）。

最　　　　 高　　　　 気　　　　 温

4　　　 月 5　　　 月 d　　　 月 7　　　 月 8　　　 月 9　　 月

果

実

7　月　 1 日 0．5 4 9 8．7 4 1 ＊ 0．8 1 4

0．5 0 d

0．2 8 4

0．2 7 4

8　月　 1 日 0．2 9 2
0．8 5 8 ＊

0．5 1 5

体

積

9　月　 1 日 0．1 4 0
　　 ＊
0．8 4 1 0．4 （～9 0．2 8 4

1 0　月　 2 1 日 0．0 4 1 0．4 2 9 0．4 8 4 0．5 8 1 1　 0・1 8 0

（2）最低気温との関係

各時期の果実体積と生育期の各月の最低気温との関

係は，8月を除き正の相関関係にあったが，収穫期の

果実体積との関係はいずれも無相関ないしは低いもの

であった（第5表）。

t3）　日照時間との関係

各時期の果実体辰と生育期の各月の日照時間との閑

第5表　各時期の果実体税と最低気温との幽係（り

係は全体として正の相関関係にあった（第8表）。

（4）降水量との関係

各時期の果実体積と生育期の各月の降水量との関係

は，9月を除き負の相的関係にあった。収痙期の果実

体唐との関係は，8月～8月の降水量では無相関ない

しは低いものであった（第7表）。

虚　　　　低　　　　気　　　　温

4　　　 月 5　　　 月 6　 月　 」 と＿　 月 8　　　月

7　 月　 1 日 0．0 8 5 0．5 0 7 0．1 8 8

0 ．5 4 1

一 口．0 7 2

8　 月　 1 L】 0 ．0 4 （5 0．5 4 0 0．5 1 7

9　月　 1 日 0．0 5 7 0．5 9 9 0．5 7 5 0 ．1 2 1

1 0　月　 2 1 日 － 0 ．1 8 （～ 0．1 0 8 0．1 1 7 0 ．1 d d l ‾ 〇・5 5 8

巣
　
実
　
体
　
鏡

0．540



東北農業研究　第18号　（1975）　　　　　　　　　　－287－

第6表　各時期の果実体積と日照時間との関係（r）

日　　　　　 照　　　　　 時　　　　　 間

4　　 月 1 5　　 月 d　　 月 7　　　 月 8　　　 月 9　　　 月

果 7 月　 1 日 0．1 8 0 0 ．4 2 8 0 ．4 7 8

0 ．5 1 4

－ 0．0 0 7

0．2 5 【）

実 8 月　 1 日 0．0 0 5 0．4 0 9 0．4 1 5

体
9 月　 1 日 0．0 5 2 0．4 4 1 0 ．5 4 1 0．0 8 8

槙
1 0 月 2 1 日 0．1 7 （5 0．5 6 8 0 ．4 （～5 0．5 0 5 0．1 8 0

第7表　各時期の果実体横と降水量との関係（r）

降　　　　　　　　　 水　　　　　　　　　 量

4　　　 月 5　　　 月 8　　　 月 7　　　 月 8　　　 月 9　　　 月

果 7 月　 1 日 － 0．0 8 8 － 0．5 1 5 一 口．1 1 7

－ 0．0 5 5

－ 0．0 0 7

0．1 2 0

実 8 月　 1 日 － 0．0 7 0 － 0．5 8 8 一 〇，D 4 7

体 9 月　 1 日 － 0．0 9 8 一 0．5 1 8 － 0．0 2 4 0．D 1 2

按
1 0 月 2 1 日 ー 0．5 4 4 － 0．2 2 1 － 0．0 8 9 － 0．0 5 4 一 m 0 9 7

（5）湿度との関係

各時期の果実体積と生育期の各月の湿度との関係は，

負の相関関係にあった（第8表）。

各時期の果実肥大に対する各気象要因の影響は以上

のようなものであった。次に幼果期と収穫期に大別し

て各気象要田との関係を検討してみると，幼果期（7

月1日）の果実体積と相関の高い要因を列挙すると，

4月，5月，8月の最高気温，5月の最低気温，5凡

第8表　各時期の果実体積と9時湿度との関係（r）

6月の日照時間，5月の降水量，5月，8月の湿度で

あった。このうち5月の最高気温との相関は強度でし

かも有意性があった。

次に収穫期の体積と相関が比較的高い要因をみると，

5月，8月，7月の最高気温，5月，6月の日照時間，

5月の湿度であって，その大多数は幼果期の果実肥大

との相関が高かった要因と一致していた。

9　　　　　 時　　　　　 湿　　　　　 度

4　　　 月 5　　　 月 8　　　 月 7　　　 月 8　　　 月 9　　 月

果
7 月　 1 日 － 0．2 7 5 － 0．4 9 8 － 0．5 8 9

－ 0．5 2 9

－ 0．1 9 6

－　 0．0 7 2

実 8 月　 1 日 － 0．2 1 7 － 0．5 0 7 － 0．5 8 5

体 9 月　 1 日 － 0．1 8 7 － 0．5 8 1 － 0．2 4 0 － 0．1 7 1

横 1 D 月 2 1 日 － 0．4 5 8 － 0．5 8 7 － 0．2 2 9 － 0．5 0 0 － 0．4 2 0

4　考　　　　　察

調査を実施した諸要因のうちで収穫期の果実の大き

さと相関が強度なものは，生育中の各期の果実の大き

さであった。これはいわば果実それ自体の素質が，他

の要田よりも相関が盛いことを示し，幼黒の時期にお

ける果実の大きさによってその年の果実肥大がほぼ決

定されるものと考えられる。

この幼果期の果実の大きさに影響を与える要因とし

ては，生態特に満開期の早晩，5月の諸気象要因，‘

月の最高気温などがあげられる。5月の気象要因は相

互に密接な関係にあるが，幼果期の果実の大きさと最

も相関の強い最高気温と同月内の他気象要因との関係

（第9表　その1）をみると，降水量，日照時間，九

時湿度との相関（又は逆相関）は強度で有意性がある0

幼果期の肥大と二番目に相関が強い‘月の痘高気温の
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場合は，同じ月の日照時間及び9時温度と感度で有意

性の高い相関がある（第9表　その2）。これらのこ

とから歳高気温など単一気象安国のみでなく複合した

気象馨困が，幼巣の果実肥大生長に影響を及ぼしてい

るものと考えられる。また，幼果期の果実の大きさと

比較的相関が高いものとして，4月の頗高気温がある

第9表　気象要素相互の朗係　rr）

その1　5月の気象要素相互の朗係

が，この月は青森県では摘花以前の時期である。しか

し，この気象要因と生態との間には強度の相関があり，

かつ生態別にみた場合に相関の強度に一定の傾向がみ

られる0　このことから4月の舷高気温は初期の生態の

早晩に影響を与え，このことが幼菜の肥大に間接的に

餉与するものと考えられる（第10表）。

最　 高　 気　 温 般　 低 気　 温 日　照　 時 間 降　 水　 量

最 低 気 温

日 照 時 間

0．4 7 9

0．7 7 8 ＊＊ 0．0 2 9

－ 0．8 7 2 ＊＊

0．6 9 4 ＊

降　　 水　　 量 － 0．8 5 5 ＊＊ － 0．5 5 8

9　 時　 湿　 度 － D．8 5 7＊ 0．1 4 4 － 0．9 1 9＊＊＊

その2　（i月の気象要素相互の関係

最　 高　 気 温 最　 低 気 温 日　 照　 時　 間 降　 水　 量

最 低 気 温

日 照 時 間

0．2 2 8

0．8 8 5 ＊＊＊ 0．0 5 4

－　 0．5 5 9

0．4 2 9

降　　 水　　 量 － 0．5 1 4 － 0．4 6 7

9　 時　 湿　 度 → 0．8 2 5 ＊＊ － 0．1 5 5 － 0．7 0 8 ＊

第10表　4月の最高気温と生態の関係（r）

生育中の各月の各気象要因は，それぞれ収穫時の果

実の大きさに影響を持つものと考えられるが，1カ月

の1気象要因が果実肥大の決定的因子とならないのは

各表により判然としている。しかしながら，幼黒の大

きさと相関の高い生育初期の気象輩凶が収穫期の果実

の大きさと相関が高いことや，収穫期の果実の大きさ

と生育中の各時期の大きさとの相関が鼓も虫いこと，

また，7月1日の体積との相関が有意性があることな

どもあわせ考えた時に，青森県県南地方においては，

幼巣の肥大とつながりのある生育初期の気象要因が，

デリシャス系の果実肥大生長に影響を持つものと推察

される。

リ　ンゴの霜害防止法について

粟生郁夫・山田　隆・三浦義平・熊谷憲治・高橋正治
（青森県畑作園芸試験場）

1　ま　え　が　き

リンゴは発芽廃棄後における降霜や，低温による凍

結のためこうむる被等が少なくない。特に1971年4月

下旬から5月上旬にわたって青森県南地方を襲った強

い降霜はリンゴに対して大きな被害を与え，これを段

に霜害防止技術の確立が切望されるに至った。霜害の

防止法については古くから諸外国で種々研究されてい

るが我が国では近代的な装盤を利用してその効果を比

較した試験は少ない。

筆者らは，青森県における霜害防止技術の確立のた

め，1972年から，2～5の霜害防止方法について検


